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研究成果の概要（和文）：各種会議、シンポジウム、ワークショップ等の開催、ニュースレター
の発行、ホームページの作成・更新を行うことにより、本特定領域研究の研究全体を統轄し、
相互の密接な連携を図った。と共に、国内外の当該研究分野の動向を調査し、本特定領域研究
に対して助言を行うことによって、特定領域研究全体での研究を適切な方向へ進展させた。そ
れにより、多様な「ゲノム障壁」の分子的実体とメカニズムの解明をもたらした。 
 
研究成果の概要（英文）：The organizing unit of Genome Barriers in Plant Reproduction has 
advanced each research by supervising and uniting the entire research fields, aiming at 
close mutual cooperation, investigating the trend of a domestic and foreign research 
concerned field, and advising for this research field by organizing and holding such as 
various conferences, symposiums, workshops, newsletters and website. As a result, the 
molecular entity and the mechanisms of various "Genome barrier" have been discovered. 
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１．研究開始当初の背景 
 ゲノムは生物種固有の設計図である。ゲノ
ムには、他の生物種のゲノムと交雑できない
仕組みが存在することで、種としての同一性
を維持している。ここではこの仕組みや構成
因子を「ゲノム障壁」と呼ぶ。一方「ゲノム
障壁」は多様な変異を蓄積し、それらの変異
がさらに「ゲノム障壁」として働く進化のサ
イクルをもたらし、新たな種を形成するため
の原動力となる。これらの「ゲノム障壁」は、

多くの場合生殖過程の遺伝的制御機構の不
具合や欠損として見いだされる。しかし、 
高等植物の生殖機構は分子レベルでの解析
が進みつつあるが、「ゲノム障壁」の本質は
未解明であり、組織的に取り組む必要があっ
た。 
 
２．研究の目的 
 特定領域研究の研究全体を統轄し、相互の
密接な連携を図ると共に、国内外の当該研究
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分野の動向を調査し、本特定領域研究に対し
て助言を行うことによって、特定領域研究全
体での研究を適切な方向へ進展させる。 
 
３．研究の方法 
 各会議、シンポジウム、ワークショップ等
の開催、ニュースレターの発行、ホームペー
ジの作成・更新を行う。 
 
４．研究成果 
(1)総括班会議 
 各年度、研究評価者を交えて開催し、本研
究領域の研究進行状況や研究計画を報告し、
数々の助言を得た。 
(2)班会議 
 各年度、研究評価者、班員、班友、研究協
力者の参加のもと、各年度の研究成果と以降
の研究計画に関し討議した。 
(3)ニュースレターの発行 
 計 11 冊発行し、班員名簿、班会議、シン
ポジウム、ワークショップの要旨等を掲載し
た。 
(4)国際シンポジウムの開催 
 平成 21 年度に奈良で開催した。国内外の
生殖研究のトップ研究者を演者とした講演
と班員および班員以外のポスター発表を行
い、植物生殖研究の最新成果を発信した。 
(5)ワークショップの開催。 
 ワークショップを 2 回開催した。平成 18
年度には班員以外の植物生殖研究者による
講演とポスター発表を行った。平成 19 年度
にはアレイデータの解析実技講習を行った。 
(6)若手ワークショップの開催 
若手ワークショップを３回開催した。ポスド
ク、大学院生等の研究協力者による講演を行
い、若手研究者のコミュニケーションを促進
した。 
(7)ホームページ・報告書 
 ホームページ・報告書を作成し、研究成果
を発信した。 
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